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平素はＪＡの各事業に格別のご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

令和６年度は農業分野において、不安定な国際情勢によって資材の価格高騰が続く一方で、多くの

農産物の販売価格にはコストの転嫁ができていない状況が続いています。また、記録的な猛暑が続き、

揖斐郡でも高温障害や病害虫被害が発生するなど、農作物へ甚大な被害が発生しました。さらに、米

の価格が日を追うごとに値上がりする「令和の米騒動」が起こり、政府は本来食糧危機のために保管し

ている備蓄米の放出を実施するなど、農産物の安定的な生産・供給が難しい１年でした。そのような中、

四半世紀ぶりとなる食料・農業・農村基本法が改正され、食料自給率目標に加え、「食料安全保障の

確保」の基本理念が盛り込まれるなど大きな転換期を迎えており、持続可能な農業の確立が急務とな

っています。 

金融分野においては、日銀が金融政策決定会合において利上げを決定し、経済や物価の情勢が見

通し通りであればさらなる利上げを検討する姿勢でしたが、アメリカのトランプ政権が次々と関税政策等

を矢継ぎ早に打ち出し、そのインパクトは大きく、世界各国に多大なる影響を及ぼしています。国内外の

経済情勢が目まぐるしく変動して今まで以上に将来が見通せない状況にある中、世の中の流れを慎重

に見極めてこの難局を乗り切る必要があります。 

こうした状況の中、当ＪＡは昨年度、第10次中期経営計画（令和４年度～６年度）の最終年度として、

基本目標である「農業者の所得増大の実現」「食と農を通じた地域活性化への貢献」「自己改革を支

える経営基盤強化」の各取り組みを進めると同時に、様々な機会を通じて組合員の皆さまとの対話を

実施させていただきました。 

令和７年度は、新たに第11次中期経営計画の初年度として、対話で得られたご意見ご要望を反映

した取り組みを実践することで、組合員や地域の皆さまから必要とされるＪＡを目指してまいります。 

今年度も組合員の皆さまの負託に応え、皆さまとともに邁進する所存でありますので、一層のご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といたします。 
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